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酸素濃度計測に基づくウシ乳房炎診断を目的とした
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a.病気診断の早期発見を目的とした電気化学ELISAシステム

の開発

感染症に関する細菌やウイルスが体内に侵入し、血液中に

毒素タンパク質が産生される。このような毒素タンパク質

は極微量で数pg/mLで検出できることが重要である。

そこで本研究は、高感度、迅速、低コスト可能な電気化学

ELISAチップの開発を目指す。

b.酸素濃度計測に基づくウシ乳房炎診断を目的とした簡易

検査システムの開発

これまでヒト免疫細胞近傍の局所酸素濃度の検出に関す

る研究を行ってきた点を生かし、潜在性乳房炎の段階に

増加する白血球の生乳セルチップ化及びその局所酸素濃

度計測を検討することにより乳房炎簡易検査システムの

開発を目指す。

研究内容

　電気化学センサーはポテンショスタット（定電圧回路）及

び3つの電極を使用して、溶液中の計測したい物質の酸化還

元電流を計測するものである。ここで、回路部分及びセン

サー電極部分は小型化が容易であり、必要試薬及び検査資

料の少量化、さらに電極が小さいことによる高感度化が期

待できる。特に研究内容に示したｂの項目は現在、畜産農

家、獣医とともに実際の生乳で簡易検査を行っているが、上

記に示したポテンショスタット及び電極部分のIC化を企業と

合同で開発することにより産学官連携の可能性があると考

えている。
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